
日本大学医学部 外科学系消化器外科学分野 

2011 年度・後期臨床研修ガイド 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後
期
研
修
医
に
外
科
を
考
え
て

る
、
ア
ナ
タ
の
知
り
た
い
こ
と
を

聞
い
ち
ゃ
い
ま
す
。 

ドドドクククタタターーー・・・AAAkkkkkkiiinnnaaa   

消
化
器
外
科
で
は 

何
を
研
修
す
る
の
？ 

外科と聞いて手術だけと思ってい

ませんか。プライマリーケアから腹

部救急の処置、抗がん剤の取り扱

い、ターミナルケアまで幅広く学び

ます。 

患者さんとのコミュニケーションの

取り方、US・CT などの画像診断も

修得できます。 

さらに治療指針、術式、基本的手

技、周術期管理を習得します。 

高山忠利教授:

臨床第一主義。卓

越した手術手技に

より世界初の肝尾

状葉切除を開発。

外科技術の獲得

に最も効率の良い

方法は論文作成と

語る。学生時代は

バスケットボール

部所属。 

東風貢准教授:

腸管吻合方法や

抗癌剤治療につ

いて聞いてみよ

う。 

 

中 山 壽 之

専 任 講 師 :

テニスと写真

が趣味。手術

の 写 真 撮 影

や VTR 作成

に精通。 

大久保貴生

講師:  胆道

癌、膵臓癌の

治療について

聞いてみよう。

リアルなイラス

トの達人。 

檜垣時夫医長:

頼りになる病棟

医長。努力すれ

ば手術症例を当

て て も ら え る か

も。 

森口正倫医長:

年 間 600 例 の

angiography 検査

を施行。画像診

断や血管造影手

技について聞い

てみよう。 

 

 

 

  

1. 研修目的 

2. スタッフ紹介 

(板橋病院) 

 

誰
が
教
え
て
く
れ
る
の
？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？ 

曜日 月 火 水 木 金 土 日 

 

7:30 症例検討会  症例検討会  症例検討会  休み 

9:00 手術 手術 手術 検査 手術 手術 

13:00   教授回診 

 

● 消化器病検討会 (第 1、3 月曜日) ● リサーチミーティング(奇数月第 3 土曜日)

● 臨床研究カンファ (第 2 月曜日) ● 肝胆膵病理ミーティング(3 ヶ月毎) 

● 英語論文抄読会 (第 4 月曜日) ● 合併症検討会 (第 5 月曜日) 

 

3. 研修行事 

  (板橋病院) 

 

スタッフ紹介 (駿河台病院、練馬光が丘病院) 

 

 
 

 

駿
河
台
病
院
や
練

馬
光
が
丘
病
院
で

も
研
修
で
き
る
？ 

藤 井 雅 志

教授: 消化

器癌化学療

法 の ス ペ シ

ャリスト。ブ

ログもやって

るよ。 

増 田 英 樹 教

授  :( 練 馬 光 が

丘 病 院 院 長 )

炎症性腸疾患を

学びたい人は集

合。高校野球と

TV ドラマの勉強

も出来るよ。 

山形 基 夫 専

任講師: 食道

アカラシアの内

視鏡手術を開

拓。音楽コンサ

ー ト に 詳 し い

よ。 

宋 圭 男 講

師: 休日は

ゴルフでリフ

レッシュ。ヘ

ルニア PHS

法 を 聞 い て

みよう 

林成興講師:

イレウス予防

法に詳しい。

仕事の後は郷

ひ ろ み メ ド レ

ーで盛り上が

ろう。 

松田年講師: 

内視鏡外科の

伝道師。飛行

機 マ イ レ ー ジ

貯めてます。 

間崎武郎

医長: 医学

統計処理や

ソ フ ト の 使

い方につい

て聞いてみ

よう。 

月曜日と金曜日の症例検討会は消化器外科医局で、術前患者さん

の報告、手術所見の発表を行っています。水曜日は 4 階ゼミナール室

でトピックスのある患者さんについて検討します。担当医は十分に準備

して、発表に望みます。 

 

 



 

 

 

 

 

              

 

 

 

                    

 

 

 

 

短
期
研
修
で
も
基
本

手
技
や
手
術
を
学
べ

る
の
？ 

研修期間は初期研修終了

後 3 年次～12 年次の 10 年間

です。数年の短期研修でも全

ての目標を学ぶことが可能で

す。長い研修期間がある方

は、それぞれの項目をより深く

学べ、外科専門医、消化器外

科専門医の取得や学位の取

得が可能となります 

生
活
で
き
る
か
な
？ 

専修医(後期研修医)は

臨床経験年数により月給

15.5～20 万円、当直手当

は 1 回 5 千円支給されま

す。社会保険・年金にも加

入しており万一病気になっ

ても安心。さらに週 2 回の

外勤収入で生活も安定で

す。大学附属病院は全て

23 区内にあり引越しの心

配もありません。 
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) ち
ゃ
ん
と
休
め
る
？ 

勿論です。土曜日

は半日、日曜日はお

休みです。但し、月・

水・金曜日は早朝カ

ンファレンスがあるた

め 7 時 30 分に開始し

ます。夏休みは 2 週

間取ることができま

す。 

5. 期間 6. 待遇 

7. 休暇 

4. 定員 

10 人以内の研修を原則としますが、希望に応じて検討します。同期の桜から一

生付き合える友人を作りましょう。日大出身でなくても歓迎します。和気藹々と研

修できるのですぐに仲間ができると思います。 

医学博士(学位)を取得したい方は大学院へ入学して日中は臨床、夜間は研究に

取り組むことも可能です。 

 

研
修
定
員
は
？ 

女
性
で
も
外
科
は

大
丈
夫
か
な
？ 

消化器外科では女性医師を応援します。全国で 277927 人(男女比

83:17)の医師届出があります(平成 18 年厚生労働省発表)。うち 29 歳以

下医師の 35.8%は女性で、これからは女性医師がますます活躍される時

代です。全国で外科医総数は 21574 人、女性医師の 50 人に 1 人が外科

医として勤務しています。 

日本大学消化器外科では 13 人の女性医師が活躍中です。家庭と外

科医を両立されている先輩も沢山います。当科の内規では産前 6 週間、

産後8週間の産休が認められています。その他、年1週間以内の休暇を

取ることができます。 

大学院で研究を行い医学博士号を取得されたり、外科専門医・消化器

外科専門医として活躍中の女性医師もいます。 

もし、外科医への道を「考え中」の女性は、一度当科を訪ねてみてくだ

さい。見学だけでも歓迎いたします。 

    



 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラック・ジャックみたいな

天才外科医になりたい。け

ど、不器用だし体力も学力も

自信ない。 

そんなアナタでも歓迎してお

ります。 

“未経験だから”こそ大切に

育てていきます！！ 

専
門
医
取
得
を
指
導
し

て
も
ら
え
る
か
な
？ 

いまや専門医は第二の医師免許といわれていま

す。 

当科には外科学会や消化器外科学会の専門

医・指導医がたくさんいます。資格取得に必要な手

術件数の確保や論文発表に最大限協力します。最

短の場合、卒後 4 年で外科専門医予備試験(筆記

試験)を、5 年で認定試験(面接試験)の受験資格を

得ます。さらに卒後 8 年で消化器外科専門医を受

験できます。他にも肝臓学会指導医、大腸肛門病

学会指導医、消化器病専門医、超音波専門医、消

化器内視鏡専門医、乳腺専門医などの資格を持っ

た医師が在籍しておりいつでも相談に応じます。 

  

先
輩
の
評
価
は
？ 

小林奈々(平成 19 年卒)

初期研修の頃より消化器外科と

決めてました。外科専門医取得

には手術症例を 1 例ずつ登録す

ることが必要なので、早く入局を

決めてよかったです。 

外科医の靴   外科をローテーションした研修医は必ず「外科医は歩くのが速いです

ね」と口にします。病棟、手術室、医局、外来、検査室と病院中を駆け回るためには履き

慣れたスニーカーを準備しましょう。でも、汚れた靴はマイナスイメージですよ。 

 

 

8. 専門医 

北條暁久
(平成 19 年卒) 初期

研修とは比べ物に

ならないくらい症例

を経験できます。入

局後、高山教授の

前立ちで肝切除を

行ないました。一日

も早く、上手な外科

医になりたいです 

渡邊愛(平成 17 年卒) 医局の皆さんはとても

優しくてフレンドリーです。教授は特に女性に優しく

て、親切に手術を指導していただけます。手術後に

先輩と飲むスターバックスは最高です。 

早く入局するほど、早く専門医を取得できます。

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

一生懸命働いた後の休憩は当直室へ GO！ 

大画面液晶テレビ、ブルーレイプレイヤー、冷蔵庫、電子レンジも完備。

新春会や冬の忘年会も楽しみの一つ。 

平成 21 年はフォーシーズンズホテルで忘年会を開催、200 人以上の病

院関係者、消化器外科 OB と懇親を深めました。 

また平成 22 年春にはウェスティンホテル東京で肝癌手術数日本一達成

記念パーティーを行いました。 

学位の最上位を博士と呼びま

す。論文を大学に提出し、審査に合

格して初めて得られる資格です。博

士(医学)の称号は大学病院で研鑽

する医師の目標であり、一般病院

やセンター病院では取得することは

できません。しかし、一般病院やセ

ンター病院の院長や部長に昇進す

る際には博士号が必要といわれて

います。また、海外に留学する際

は、博士号の有無により処遇が大

きく変わるとも言われています。博

士号を取得するには臨床を続けな

がら論文を執筆するか、大学院に

進学して研究に集中することが必

要です。 

当科では積極的に論文執筆を指

導しています。優れた研究論文は

博士号の礎となります。多くの先輩

たちは臨床と研究を両立させながら

学位を取得されました。 

 大学院に進むのが良いか、臨床

を続けるのが良いか、「迷ったり」、

「良く分からない」という方は、一度

消化器外科の医局を訪ねてみてく

ださい。 

林友紀医師(平

成 20 年日本大学大学

院 卒 ) の 学 位 論 文 

(Transplantation 2007; 

84: 1168-1173)。 

9． 福利厚生 

10. 学位・博士(医学) 

 

時
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
い
な
！ 

平成 22 年 4 月 ウェスティンホテル東京・新春会 

博
士
号
を
取
得
し
た
い
！ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

ど
ん
な
外
科
処
置
を

習
得
す
る
の
？ 

患者とのコミュニケーション 

インフォームドコンセント 

消化管造影・超音波検査 

内視鏡検査・血管造影 

虫垂炎手術 

鼠径ヘルニア手術 

消化管手術 

肝切除術 他 

初
期
臨
床
研
修
を
日
大

以
外
で
受
け
ま
し
た
。 

卒後１～2 年 

他大学で初期臨床研修 

卒後 3～5 年 

消化器外科、心臓血管外科、呼吸器

外科、乳腺外科、小児外科を短期ロ

ーテーションし外科学会専門医申請に

必要な経験を積む。 

卒後 4～6 年 

研修協力関連病院において、一外科医

として約 2 年間外科臨床に従事。 

卒後 5 年～ 

消化器外科部門において消化管外

科・肝胆膵外科・移植外科の手術手

技・周術期管理を経験。 

--- 後期臨床研修 --- 

待遇は専修医になります。 

希望者には内視鏡検査室・超音

波検査室・麻酔科で研修。 

12. 手技 

初期研修を日本大学以外で受けられた方の受け入れも問題ありません。

11. 留学 

 

留
学
し
て
国
際
派
を
目
指
し
た
い
！ 

欧米雑誌に論文を投稿したり、国際学会で発表して世界に情報を発信すること

は大切です。さらに国内外を問わず、他施設に留学し他流試合で自分を磨くことを

薦めます。当科では沢山の先輩たちが留学を経験しています。世界中の主要施

設にネットワークがあるからこそ得られる特徴だと思います。 

最近は初期研修に他施設を選択する研修医が増えています。まずは母校の初

期研修により基礎力を養い、自分の進む道をある程度決定してから国内留学する

ことを是非、お薦めします。 

 

主な留学先 

東京大学病院、慶應義塾大学病院、国立がんセンター中央病院、癌研究会有明

病院、東京大学医科学研究所、獨協医科大学病院、独立行政法人理化学研究

所、ピッツバーグ大学、M.D.アンダーソンがんセンター、南カリフォルニア大学、カ

リフォルニア大学ロサンゼルス校、他 

外科研修に器用、不器用は関係ありません。基本の積み重ねが大切です。



卒後
年数

月

1～2年

研究 専門医 臨床 専門医 臨床

入会
 外科学会
 消化器外科学会
 癌治療学会

4月

入会
 外科学会
 消化器外科学会
 癌治療学会

虫垂切除術・鼠径
ヘルニア手術・胆
嚢摘出術の術者

5～9月
6～10ヶ月の臨床
研修(大学)

結腸切除術・幽門
側胃切除術の術
者

10～3月

直腸切除・胃全摘
の助手

4～9月

乳腺(10例)・呼吸
器(10例)・心臓大
血管(10例)・末梢
血管(10例)・小児
外科(10例)を経験

10～3月

4～7月

(外科専門医筆
記試験)

8月

9～3月

4～10月

(外科専門医面
接試験)

11月

外科専門医授
与

12月

1～3月

外科専門医修
練
(大学・関連病
院)

術者または助
手として350例
の経験が必要。
うち120例は術
者であること。

大
学
院
在
学

虫垂切除術・
鼠径ヘルニ
ア手術・胆嚢
摘出術の術
者

当直勤務な
どで消化器
手術の助手

症例の割当
は学位授与
後の所属施
設において
適宜配分す
る。

専修医コース

初期臨床研修

肝胆膵手術の助
手

学会発表

学会発表

症例論文発表

研究(テーマ申請・
成果発表・学位論
文提出・論文審査)

博士(医学)授与

消化器外科専
門医修練
(大学・関連施
設)

術者として450
例の経験が必
須。筆頭者とし
て論文3編必
須。

板橋病院班長
経験
関連施設出張

学会発表

症例論文発表

胃全摘・直腸切
除・肝切除の術者

食道切除・肝切
除・膵頭十二指腸
切除の術者

初期臨床研修

10年～

5年

3年

4年

6年

7～9年

大学院コース

外科専門医修
練
(大学病院・関
連病院)

術者または助
手として350例
の経験が必要。
うち120例は術
者であること。
この条件がそろ
うまで面接試験
は受けられませ
ん。

(外科専門医筆
記試験)

(外科専門医面
接試験)
外科専門医取
得

研究の継続・海外
留学・後輩の指導

研
究

(

大
学
・
留
学

)

消化器外科専
門医修練(大
学・関連施設)
術者として450
例の経験が必
須。筆頭者とし
て論文3編必
須。

板橋病院班長
経験
関連施設出張

研究

研究(テーマ申請・
研究実施)

国内外の学会発
表

欧文雑誌への投
稿

研究(成果発表・学
位論文提出・論文
審査)

博士(医学)授与

専修医コースと大学院コースのどちらかを選択してください。 



研究業績: 研究内容は欧文雑誌に発表します。 

 

 

論文名 著者 雑誌名 巻 号 頁 年 

Duodenal stenosis caused 

by cystic dystrophy in 

heterotopic pancreas: report 

of a case. 

Yoshida N, Nakayama H, 

Hemmi A, Suzuki T, Takayama 

T. 

SurgeryToday 39 9 803-6 2009

Simplified technique for 

one-orifice vein 

reconstruction in left-lobe 

liver transplantation. 

Yamazaki S, Takayama T, 

Inoue K, Higaki T, Makuuchi M.

Liver 

Transplantation 

15 1 115-6 2009

Arterial stimulation and 

venous sampling (ASVS) is 

useful for recurrent lesions 

of insulinoma: a case report. 

Kutsuna N, Yamazaki S, Itoh 

Y, Wakabayashi K, Iwama A, 

Watanabe Y, Haraguchi Y, 

Ueda T, Takayama T. 

Surgical 

Laparoscopy 

Endoscopy & 

Percutaneous 

Techniques. 

19 4 138-9 2009

Use of a  bridging 

autologous hepatic vein 

graft for extended right-liver 

transplantation 

Watanabe Y, Takayama T, 

Yamazaki S, Aramaki O, 

Moriguchi M, Higaki T, Inoue 

K, Makuuchi M 
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